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大
和
国
の
吏
務
、
つ
ま
り
知
行
権
が
承
保
二
年

(
一
〇
七
五
)
に
興
福
寺
に
付
け
ら

れ
た
と
あ
る
興
福
寺
側
の
記
録
を
め
ぐ

っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
何
故
に
大
和
国
の
知
行
権
が
興
福
寺
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て

考
察
し
て
み
た
。
後
三
条
天
皇
即
位
以
来
、
上
流
貴
族
摂
関
家
の
全
盛
期
は
終
り
、

摂
関
家
の
政
権
は
、
受
領
眉
中
心
の
中

・
下
流
貴
族
層
を
基
盤
と
し
た
後
三
条
・
白

河
親
政
権
の
も
と
に
在
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
承
保
期
に
い
た
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
朝
廷
の
動
向
の
な
か
で
摂
関
家
が
故
国
と
考
え
て
い
た
大
和

国
を
同
家
の
も
と
に
確
保
し
て
ゆ
く
政
策
と
し
て
、
関
白
師
実
は
、
摂
関
家
の
子
息

を
興
福
寺
に
入
れ

(貴
種
)、
彼
等
を
し
て
大
和
国
知
行
権
を
行
使
さ
せ
よ
う
と
考
え

た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
以
下
に
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

は

じ

め

に

↑
い

昭
和

=

年
に
、
永
島
福
太
郎
氏
は

「大
和
国
守
護
職
考
」
に
お
い
て
、
興
福

寺
側

の
史
料
四
点
を
と
り
あ
げ
、
大
和
国
に
は
大
和
国
の
興
福
寺

へ
の

「賜
国
」

の
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
結
論
と
し
て
は

「大
和
賜
国
の
問
題
は
他
に
傍

証
な
き
限
り
、
俄

に
決
定
し
得
な
い
」
と
。

つ
ぎ
に
、
約
五
〇
年
後
の
昭
和
六
〇
年
三
月
に
大
山
喬
平
氏
は

「近
衛
家
と
南

ハと
ロ

都

一
乗
院
1

「簡
要
類
聚
紗
考
」
1
」
に
お
い
て
、

「覚
信
」

(藤
原
師
実
息
、
初
め

て
の
貴
種
)
の
興
福
寺

へ
の
入
寺
に

つ
い
て

「覚
信

の
下
向
は
白
河
親
政
下
に
お

け
る
師
実
政
権
の
対
南
都
政
策
の
な
か
で
実
現
を
み
た
も
の
」
で
あ
ろ
う
と
。
関

　ヨ
リ

連
し
て

「大
和
国
奈
良
原
興
福
寺
伽
藍
記
」
の

「承
保
二
年
肥
年
、
和
州

一
国
吏

務
被
狛

一興
福
寺

二

を
紹
介
し
た
が
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
大
和

一
国
の
吏
務

(知

行
権
)
が
興
福
寺
に
付
け
被
れ
た
の
も
、
師
実
政
権
の
対
南
都
政
策
の
う
ち
と
考

え
て
の
こ
と
と
み
て
違
い
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
師
実
が
何
故
覚
信
を
入
寺
さ
せ

た
か
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

そ
の
直
後
、
同
年

一
〇
月
泉
谷
康
夫
氏
は

「鎌
倉
時
代
の
興
福
寺
と
国
司

・
守

　る
り

護
」
の
な
か
で
、
平
安
時
代
末
期
に
つ
い
て
は
、
大
和
国
主
摂
政
忠
通
に
よ
る
天

養

の
大
和
国
検
注
、
保
元
の
荘
園
整
理
令
に
よ
る
同
国
検
注
失
敗
後
同
国
主
と

な

っ
た
平
清
盛
に
よ
る
同
国
検
注
を
と
り
あ
げ
、
興
福
寺
僧
等
の
抵
抗
が
究
明
さ

れ
て
い
る
。
検
注

へ
の
抵
抗
は
、
必
ず
し
も

一
国
知
行
権
と
関
係
す
る
と
は
限
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
氏
は
平
安
末
期
の
検
注
の
実
状
を
述
べ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

鎌
倉
時
代
に
つ
い
て
は
、
氏
は
結
論
と
し
て

「多
く
の
時
期
に
造
興
福
寺
国
に

宛
て
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
強
く
、
そ
の
お
り
の
権
限
を
通
し
て
、
十
三
世
紀
後

半
に
は
、
興
福
寺
は
大
和
国
の
支
配
権
を
完
全
に
掌
握
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
」
と
。
氏
は
、
造
興
福
寺
役
の
大
和

一
円
賦
課

・
徴
収
が
大
和
国
の
知
行
と
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奈

関
係
し
て
い
る
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
事
実
上
は
そ
の
と
お
り
と
考
え
ら
れ

る
。
以
上
、
大
和
国
の
吏
務
が
興
福
寺
に
付
け
被
れ
た
こ
と
に
関
す
る
研
究
の
主

な
も
の
を
あ
げ

て
み
た
。

つ
ぎ
に
私

の
考
え
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

大
和
国
吏
務
、
興
福
寺
に
付
け
被
る
件

興
福
寺
で
は
、
右
標
記
の
件
を

「賜
国
」
と
称
し
て
い
た
と
い
う
が
、
永
島
氏

の
所
説
の
と
お
り
、
こ
れ
を
傍
証
す
る
記
録
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「伽

藍
記
」
の
記
録
に
み
ら
れ
る
承
保
二
年

(
唱
〇
七
五
)
に
は
、
九
月
二
五
日
藤
氏

長
者
関
白
教
通
が
八
〇
歳

で
莞
じ
、
同
年

一
〇
月
三
日
頼
通
息
男
の
左
大
臣
師
実

が
藤
氏
長
者
に
な
り
、

つ
い
で
同
月

一
五
日
関
白
に
任
じ
て
い
る
。
こ
の
年
右
の

二
人
と
も
大
和
の
国
主

で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
従

っ
て
興
福
寺
を
大
和
国
司

に
推
挙
す
る
余
地
も
な
か

っ
た
ろ
う
。
そ
れ
で
も
な
お
推
挙
し
た
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
藤
氏
長
者
と
し
て
行
な

っ
た
と
考
え
る
ほ
か
な
か
ろ
う
。

ま
た
、
右
二
人
の
う
ち
誰
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
点
は
、
前
年
に
は
師
実

が
息
男
を
、
父
頼
通
が
菟
じ
た

(
二
月
二
日
)
、
お
そ
ら
く
そ
の
あ
と
興
福
寺
に
法

号
覚
信
と
し

て
入
寺
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
大
和
国
吏
務
を
興
福
寺
に

「付
」
け
た
の
も
師
実
と
み
て
違
い
な
か
ろ
う
。
興
福
寺

へ
の
覚
信
の
入
寺
は
、

貴
種
の
初
め
と
云
わ
れ
、
そ
れ
は
事
実
と
考
え
ら
れ
る
が
、
頼
通
の
死
後
と
考
え

る
限
り
、
初
め
て
の
こ
と
と
し
て
も
、
そ
こ
に
自
然
さ
を
感
ず
る
余
地
が
あ

っ
た

ろ
う
。
で
き
る
だ
け
目
立
た
ぬ
よ
う

に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
大

和
国
吏
務
を
興
福
寺
に
付
け
た
に
し

て
も
同
様
に
措
置
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た

ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
大
和

の
国
司
は
右
の
時
期
も
朝
廷
か
ら
補
任
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
と
し
て
、
延
久
四
年

(
一
〇
七
二
)
六
月
二
〇
日
大
和
守
藤
原
経
衡
が
死

ハヨ
　

去
し

て
い
る

(『尊
卑
分
脈
』)。
つ
い
で
、
同
年
七
月
源
兼
行
の
大
和
守
在
任
が
み

ら
れ
る

(『系
図
纂
要
』)。
彼
が
秩
満

で
交
替
し
た
と
す
れ
ば
、
承
保
三
年

(
一
〇

七
六
)
六
月
ま
で
在
任
し

て
い
た
筈

で
あ
る
が
、

つ
い
で
承
暦
元
年

(
一
〇
七

七
)

一
二
月
二
三
日
に
は
平
重
経
の
在
任
が
み
ら
れ
る

(『水
左
記
』)。
以
上

に
よ

る
と
、
興
福
寺
に
大
和
国
吏
務
が
、
お
そ
ら
く
藤
氏
長
者

・
関
白
師
実
に
よ

っ
て

承
保
二
年
に
付
け
ら
れ
た
時
期
、
大
和
守
は
右
の
と
お
り
在
任
し
て
い
た
と
み
て

違
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
限
り
、
師
実
に
よ
る
措
置
は
正
式
の
ル
ー
ト
に
よ
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
も
の
と
み
る
よ
り
ほ
か
あ
る
ま
い
。
こ
の
こ
と
が
朝
廷
で
明
る
み

に
な
れ
ば
、
無
事
済
む
こ
と
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
。
目
立
な
い
よ
う
に
措
置
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
前
記
し
た
の
は
、
推
測
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
表
面
化
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ

っ
た
ろ
ヶ
。
記
録
の
上
で
の
初
見
の

「伽

藍
記
」
は
承
暦
三
年

(
一
〇
七
九
)
に
興
福
寺
僧
還
円
が
記
し
た
も
の
を
、
久
安

元
年

(
一
一
四
五
)
に
下
賀
茂
親
定

に
よ

っ
て
転
写
さ
れ
た
も
の
と
い
う
が
、
時

期
的
に
は

「伽
藍
記
」
は
覚
信
入
寺
、
大
和
国
吏
務
が
興
福
寺
に
付
け
ら
れ
た
時

期
と
同
時
期
で
あ
り
、
記
録
と
し
て
の
信
愚
度
は
高
い
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
は
じ
め
は
、
お
そ
ら
く
興
福
寺
上
層
部
に
密
か
に
伝
承
さ
れ
る
形
で
お
こ

な
わ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
師
実
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
二
つ

の
措
置
を
と

っ
た
根
拠
は
ど
こ
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

つ
ぎ
に
考
え
て
み
た
い
。

二

競
合
す
る

一
一
つ
の
政
治
勢
力
と
摂
関
家
の
内
紛

ω
承
保
の
時
期
朝
廷
に
は
、
競
合
す
る
二
つ
の
政
治
勢
力
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
大
和
国
司
を
補
任
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
朝
廷
内
の
二
つ
の
政

治
勢
力
の
う
ち
の

一
つ
は
上
流
貴
族
と
し
て
の
摂
関
家
の
体
制

で
あ
り
、
い
ま

一

つ
は
受
領
層
を
中
心
に
中

・
下
流
貴
族
層
を
基
盤
と
し
た
後
三
条

・
白
河
親
政
権

で
あ
ろ
・覧

前
者
の
補
任
し
た
大
和
守
が
興
福
寺
、
後
者
の
そ
れ
が
承
保
期
に
は

源
兼
行
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

藤
氏
全
盛
期
が
後
三
条
天
皇

の
即
位
に
終
る
こ
と
は
、

一
般
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
全
盛
期
が
終
る
と
は
、
摂
関
家
の
政
治
体
制
に
対
抗
す

る
そ
れ
が
実
現
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
両
者
は
単
に
並
存
し
た
の
み
で
な
く
、
相
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互
に
競
合

・
対
立
し
な
が
ら
摂
関
家

の
政
治
体
制
が
、
後
三
条
天
皇
即
位
に
よ

っ

て
そ
の
も
と
に
位
置
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
消
滅

ハセ
　

し

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
摂
関
流
は
後
三
条
政
権
下
に
入
る
形
で
摂
政

・
関
白

と
し
て
存
続
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

②

つ
ぎ
に
、
摂
関
家
没
落
の
原
因
と
し
て
の
内
紛
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　な
り

と
い

っ
て
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
の
摂
関
家
の
内
紛
と
は
長
元
七

年

(
一
〇
三
四
)
七
月

一
八
日
東
宮

(敦
良
親
王
、
の
ち
の
後
朱
雀
天
皇
)
妃
禎
子
内

ハお
　

親
王

(母
は
藤
原
道
長
長
女
妖
子
)
に
皇
子

(尊
仁
親
王
、
の
ち
の
後
三
条
天
皇
)
が

誕
.生
す
る
と
、
同
親
王

(第
二
皇
子
)
を
中
心
と
し
て
起
き

て
き
た
摂
関
家
内

の

競
合

・
対
立
の
こ
と
で
あ
る
。

頼
通
と
教
通
は
、
い
ず
れ
も
道
長
息
男
で
あ
る
が
、
母
は
同
じ
く
左
大
臣
源
雅

信

(宇
多
源
氏
)
女
倫
子

で
あ

っ
た

。
道
長
に
は
、
そ
の
ほ
か
頼
宗

・
能
信

・
長

家
と
い
う
三
人
の
息
男
も
い
た
が

(出
家
等
を
除
く
)、
母
は
左
大
臣
源
高
明

(醍

醐
源
氏
)
の
女
明
子

で
あ

っ
た
。
倫
子
が
正
室
従

一
位
で
あ

っ
た
関
係
か
、
尊
仁

親
王
誕
生
の
前
年

(長
元
六
年
-

一
〇
三
三
1
)
の
朝
廷
に
お
け
る
右
五
人
の
地
位

に
は
前

の
二
人
が
後
の
三
人
に
対
し

て
違
い
の
あ
る
の
が
み
う
け
ら
れ
る
。

つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ
る
。

頼
通
-
関
白

・
左
大
臣

・
従

一
位
、
四
二
歳
、
教
通
ー

内
大
臣

・
左
大
将

・
正

二
位
、
三
八
歳
、
頼
宗
-
権
大
納

言

・
春
宮
大
夫

・
正
二
位
、
四

一
歳
、
能
信
ー

ハリ
リ

権
大
納

言

・
中
宮
権
大
夫
、
の
ち
兼

按
察
使
、
三
九
歳
、
長
家
1
権
大
納
言
、
ニ

ハけ
り

八
歳
、

(『公
卿
補
任
』)

そ
の
三
年
後
、
長
元
九
年

(
一
9

二
六
)
四
月

一
七
日
後

一
条
天
皇
が
莞
じ
、

皇
太
弟
敦
良
親
王

(母
、
中
宮
彰
子
、
道
長
女
)
が
受
禅
し
て
後
朱
雀
天
皇
と
な
り
、

皇
太
弟
妃

で
あ

っ
た
禎
子
内
親
王
が
長
暦
元
年

(
一
〇
三
七
)
三
月

一
日
皇
后
に

ハリ
リ

な
る
と
、
同
日
能
信
は
皇
后
宮
大
夫

と
な

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
頼
通
は
養
女
の
皇

族
姫
子

(敦
康
親
王
女
)
を
、
す
で
に
長
暦

元
年

(
一
〇
三
七
)
正
月
入
内
さ
せ

て
い
た
。

つ
い
で
、
同
元
年
三
月

一
日
後
朱

雀
天
皇
中
宮
に
な
る
と
頼
宗
が
中
宮
大
夫
に
補
任
さ
れ
た
。
し
か
し
、
皇
子
の
出

　ロ
ね

産
は
な
く
同
三
年
に
莞
じ
た
。
そ
の
あ
と
教
通
の
女
生
子
、

つ
い
で
頼
宗
女
の
延

子
が
入
内
、
女
御
と
な

っ
た
が
、
と
も
に
皇
子
の
出
産
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
に
対

し
禎
子
皇
后
に
は
長
元
七
年
皇
子
尊
仁
親
王
が
誕
生
し
て
い
た

(前
記
)。

と
こ
ろ
で
、
後
朱
雀
天
皇

の
皇
后

(禎
子
)
宮
大
夫

に
は
能
信
が
補
任
さ
れ
た

こ
と
は
前
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
関
白
頼
通
の
意
向
に
反
し
て
就
任

し
た
よ
う
で
、
以
来
両
者
間
に
は
対
立
が
表
面
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。
実
は

『愚

管
抄
』
巻
第
四
に
よ
る
と
万
寿
四
年

(
一
〇
二
七
)
三
月
禎
子
内
親
王
が
敦
良
親

王
妃
に
な

っ
て
以
来
、
そ
の

「御
後
見
」
に
は
道
長
の
意
向
に
よ

っ
て
能
信
が
任

じ
て
い
た
と
い
う
。
後
朱
雀
天
皇
の
皇
后
宮
大
夫
を
能
信
が
強
く
求
め
て
実
現
し

た
背
景
に
は

一
〇
年
余
に
及
ぶ
能
信
の
後
見
役
と
し
て
の
勤
め
が
あ

っ
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
後
朱
雀
天
皇
の
皇
太
子
に
は
第

一
皇
子
親
仁
親
王

(の
ち
の
後
冷
泉

天
皇
)
が
決
ま
り
、
同
傅
に
は
内
大
臣
教
通
、
同
大
夫
に
は
頼
宗
が
補
任
さ
れ
た
。

親
仁
親
王
母
は
嬉
子

(道
長
女
、
頼
通
妹
)
で
あ

っ
た
が
、
同
皇
子
誕
生

(万
寿
二

年
ー

一
〇
二
五
i
)
後
間
も
な
く
赤
班
瘡
に
よ
り
病
死
し
た
。
親
仁
親
王
も
誕
生

後
同
病
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
を
克
服
し
て
成
長
し
、
長
暦
元
年

(
一
〇
三
七
)
八

月

一
七
日
皇
太
子
と
な

っ
た

(前
記
)
の
で
、
関
白
頼
通
も
、
い
ち
お
う
安
堵
し

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
問
題
と
な
る
事
態
が
起
き
た
。
能
信
は
長
暦
元
年
以
後
寛
徳
二
年

(
一

〇
四
五
)
に
い
た
る
、
後
朱
雀
天
皇
在
位
期
間

の
九
年
間
皇
后

(禎
子
)
宮
大
夫

と
し
て
終
始
し
た
。

つ
い
で
、
寛
徳
二
年
正
月

一
六
日
後
朱
雀
天
皇
が
皇
太
子
親

仁
親
王
に
譲
位

(後
冷
泉
天
皇
)
し
た
が
、
後
冷
泉
天
皇

に
は
皇
子
が
な
か
っ
た

の
で
、
翌

一
七
日
に
弟

の
尊
仁
親
王
が
皇
太
弟
に
な
り
、
同
日
能
信
は
春
宮
大
夫

を
兼
ね
た
の
で
あ
る
が

『愚
管
抄
』
巻
第
四
に
は

つ
ぎ
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。

後
朱
雀
天
皇

の
病
が
重
い
の
で
、
親
仁
親
王
に
譲
位
す
る
よ
う
関
白
頼
通
が
す
す

め
て
後
冷
泉
天
皇
が
実
現
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
尊
仁
親
王
を
皇
太
弟
に
す
る
よ
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う
頼
通
は

一
言
も
云
わ
な
か

っ
た
と

い
う
。
そ
こ
で
能
信
が

「
二
宮

(尊
仁
)
御

出
家
」
と
い
う
形
で
病
い
の
重
い
後
朱
雀
天
皇
の
意
向
を
伺

っ
た
と
こ
ろ
、
同
天

皇
は

「二
宮

ハ
東
宮

二
立
タ
ム
ズ
ル
人
」
と
申
し
、
頼
通
を
呼
ん
で
そ
の
意
向
を

伝
え
た
と
い
う
。
こ
こ
に
も
能
信
と
頼
通
が
対
立
し
て
い
る
も
の
と
し
て
把
握
さ

れ
て
い
る
状
況
が
窺
え
る
と
と
も
に
、
禎
子
内
親
王

(皇
后
)
に
生
涯
を
掛
け
て

い
る
能
信
と
後
朱
雀
天
皇

の
意
向
が

一
体
的
な
も
の
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
翌
永
承
元
年

(
噌
〇
四
六
)

一
一
月

二
七
日
皇
太
子
傅
は
例
に
よ
っ

て
内
大
臣
教
通
が
兼
任
し
た
の
で
、
関
白
頼
通
も
、
い
さ
さ
か
は
心
を
緩
め
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
直
後
ま

た
も
思
い
が
け
な
い
事
態
が
起
き
た
。

そ
れ
は
同
年

一
二
月

一
九
日
尊
仁

皇
太
弟
が
元
服
す
る
と

(
一
三
歳
)、
そ
の

二
日
後
に
能
信
は
自
分
の
養
女
と
し

て
い
た
茂
子

(閑
院
流
、
藤
原
公
成
女
)
を

皇
太
弟
妃
と
し
て
入
侍
さ
せ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
頼
通
ら
に
と

っ
て
は

大
き
な
衝
撃

で
あ

っ
た
ろ
う
が
、
尊
仁
皇
太
弟
と
そ
の
母
禎
子
皇
太
后
が
受
け
入

れ
る
限
り
、
頼
通
ら
も
為
す
術
が
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点

『愚

管
抄
一
巻
第
四
に
は
、
尊
仁
皇
太
弟
が
元
服
の
時
後
援
者
も
な
い
ま
ま
に
元
服
さ

れ
た
が
、
能
信
は
わ
が
娘
茂
子
を
東
宮
妃
に
差
し
上
げ
た
の
だ
。
こ
の
茂
子
は
後

に
白
河
天
皇
の
母
と
な

っ
た
か
ら
、
九
条
殿

(師
輔
)
の
嫡
流

(兼
家
の
子
孫
)
が

摂
関
か
ら
離
れ
、
閑
院
流
か
ら
継
体
の
君
が
出
る
で
あ
ろ
う
兆
が
み
え
る
と
記
さ

れ

て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
翌
永
承
二
年

一
〇
月

一
四
日
右
大
臣
教
通
は
娘
歓
子
を
後
冷
泉

天
皇
女
御
に
入
れ
、
同
四
年
皇
子
が
生
ま
れ
た
が
死
産
で
あ

っ
た
。

つ
い
で
、
同

五
年

に
は
関
白
頼
通
が
娘
寛
子
を
後
冷
泉
天
皇
皇
后
と
し
た
が
皇
子
は
生
ま
れ
な

か

っ
た
。

一
方
、
茂
子
妃
は
永
承
五
年
に
は
第

一
皇
女

(聡
子
)
を
、

つ
い
で
天
喜
元
年

(
一
〇
五
三
)
に
は
第

一
皇
子

(貞
仁
、
の
ち
白
河
天
皇
)
を
誕
生
し
て
い
る
。
と

き
に
尊
仁
皇
太
弟
は
二
〇
歳
、
能
信

は
五
九
歳
、
貞
仁
親
王
が
即
位
す
れ
ば
能
信

は
外
祖
父
と
し
て
摂
政

・
関
白
の
可
能
性
が
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

能
信
は
尊
仁
皇
太
弟
が
即
位
す
る
以
前
の
治
暦
元
年

(
一
〇
六
五
)
二
月
九
日
七

二
歳
を
も

っ
て
此
の
世
を
去

っ
た
。
頼
通
は
な
お
存
命
し
て
お
り
七
四
歳
、
教
通

も
同
じ
く
七
〇
歳
で
あ

っ
た
。
こ
の
両
人
は
能
信
の
死
去
を
ど
ん
な
気
持
で
迎
え

た
も
の
か
。
お
そ
ら
く
安
堵
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

三
年
後
の
治
暦
四
年

(
一
〇
六
八
)
に
尊
仁
皇
太
弟
は
即
位
し

て
後
三
条
天
皇

と
な
り
、
貞
仁
親
王
は
皇
太
子
と
な

っ
た
。

つ
い
で
延
久
四
年

(
一
〇
七
二
)
貞

仁
皇
太
子
は
即
位
し
て
白
河
天
皇
と
な

っ
た
こ
と
い
う
ま

で
も
な
い
。
翌
延
久
五

年
五
月
六
日
白
河
天
皇
は
亡
き
外
祖
父
権
大
納
言

・
春
宮

(実
仁
)
大
夫
に
太
政

大
臣

・
正

一
位
を
贈

っ
た
。
な
お
、

『愚
管
抄
』
巻
第
四
に
は
、
朝
廷
内
で
は
白

河
天
皇
は
常
に
能
信
に
つ
い
て
、
能
信
が
い
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
私
が
天
皇
に
な

る
こ
と
は
な
か

っ
た
ろ
う
と
い
っ
て
、
い
つ
も
呼
び
捨
て
に
し
な
い
で

「殿
」
を

つ
け
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
白
河
天
皇
の
能
信
へ
の
気
持
は
事
実
で
あ

う
た
と

み
て
も
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
白
河
天
皇
は
、
前
関
白
頼
遍

・
関
白

教
通

・
左
大
臣
師
実
の
摂
関
流
に
対
し

て
は
冷
厳
な
気
持

で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測

さ
れ
る
。
延
久
五
年
頼
通

・
教
通
は
な
お
、
辱と
も
に
存
命
し

て
い
た
こ
と
云
う
ま

で
も
な
い
。
ま
た
、
後
三
条
天
皇

・
禎
子
皇
太
后

(陽
明
門
院
)
の
摂
関
流

へ
の

気
持
も
白
河
天
皇
に
同
じ
で
あ

っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

③
時
期
的
に
多
少
さ
か
の
ぼ
る
が
、
後
三
条
天
皇
即
位
後
、
延
久
元
年

(
一
〇

六
九
)
四
月
七
日
に
は
能
信
養
子
能
長

(頼
宗
の
子
)
は
能
信
の
養
女
昭
子

(頼
宗

女
)
を
女
御
と
し
て
入
内
さ
せ
た
。

つ
い
で
同
年
八
月

二
二
日
に
は
能
長
の
女
道

子
が
東
宮

(貞
仁
)
妃
と
な

っ
た
。
こ
の
日
は
摂
関
流
の
師
実
が
左
大
臣
、
関
白

教
通
の
子
信
長
が
内
大
臣
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
日
を
選
ん
で
の
皇
太
子
妃
の
実

現
で
あ

っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
以
上
は
能
信
流
の
摂
関
流

へ
の
挑
戦

で
あ

っ
た
こ

と
云
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
挑
戦
は
な
お
も
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
後
三
条
天
皇
の
皇
女
聡
子
内
親
王
に
仕
え

て
い
た
源
基
子

(三
条
源

ハけ
　

氏
基
平
女
)
に
、
延
久
三
年

二
月

一
〇
日
皇
子
実
仁
親
王
が
誕
生
し
、
同
月
二
七
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日
基
子
は
女
御
と
な

っ
た
。
こ
の
実
仁
親
王
誕
生
の
背
景
に
は
能
信
ら
の
協
力
が

あ

っ
た
も
の
と
み
て
違

い
な
か
ろ
う
。

以
上
三
人
の
女
性
の
入
内
は
、
い
ず
れ
も
摂
関
流
以
外
か
ら
の
入
内
で
あ
り
、

そ
こ
に
後
三
条
天
皇

の
能
信

へ
の
接
近
、
摂
関
流

へ
の
疎
遠
化
の
動
き
が
う
か
が

え
よ
う
。
し
か
し
、
前
二
者
昭
子

・
道
子
両
人
に
は
皇
子
の
誕
生
は
結
局
な
か

っ

た
関
係
も
あ

っ
て
、
延
久
四
年

一
二
月
八
日
後
三
条
天
皇
が
譲
位
、
同
日
貞
仁
皇

太
子
が
白
河
天
皇
に
な
る
と
、
同
日
基
子
の
実
仁
親
王
が
皇
太
弟
と
な

っ
た
。
こ

れ
は
摂
関
流
に
と

っ
て
重
大
な
事
態

で
あ

っ
た
ろ
う
。

し
か
し
、
前
後
す
る
が
、
実
仁
親
王
誕
生
の
直
後
延
久
三
年
三
月
九
日
左
大
臣

師
実
は
養
女
賢
子

(村
上
源
氏
顕
房
女
)
を
東
宮

(貞
仁
)
妃
と
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
摂
関
流
と
し

て
の
能
信
流

へ
の
挑
戦
と
み
な
さ
れ
る
。

そ
の
後
東
宮

(貞
仁
)
が
白
河
天
皇
に
な
る
と

(前
記
)
承
保
元
年

(
一
〇
七
四
)

九
月
二
〇
日
賢
子
は
中
宮
と
な
り
、
承
暦
三
年

(
一
〇
七
九
)
七
月
九
日
賢
子
は

皇
子
善
仁
親
王
を
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
白
河
天
皇
の
皇
太
弟
は
、
す
で
に
実
仁

親
王
に
決

っ
て
お
り

(前
記
)、
摂
関
流
に
と

っ
て
は
問
題
で
あ

っ
た
が
、
実
仁

皇
太
弟
は
応
徳
二
年

(
一
〇
八
五
)

一
一
月
八
日
莞
じ
た
。
摂
関
流
関
白
師
実
ら

は
安
堵
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
翌
同
三
年

=

月
二
六
日
善
仁
親
王
が
皇

太
子
と
な

っ
た
。
と
同
時

に
白
河
天
皇
は
譲
位
、
善
仁
皇
太
子
は
同
日
受
輝
し
て

堀
河
天
皇
と
な
り
、
関
白
師
実
も
同

日
摂
政
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
摂
関
流
の
外
戚
政

策
が
成
功
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
堀
河
天
皇
母
中
宮
賢
子
は
、
す

で
に
応
徳
元
年
九
月
二
二
日
発
じ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
白
河
天
皇
は
摂
関
流
に
は
冷
厳
な
気
持
を
持

っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
前
記
し
た
と
ろ
こ
で
あ
り
、
賢
子
は
師
実
が
入
内
さ
せ
た
女
性
で
あ

っ
た

け
れ
ど
も
、
白
河
天
皇
は
こ
と
の
ほ
か
寵
愛
し
て
い
た
よ
う
で
、
賢
子
の
発
去
を

歎
く
こ
と
甚
し
か

っ
た
こ
と
が

『愚
管
抄
』
巻
第
四
に
う
か
が
え
る
。
男
女
の
関

係
は
、
ま
た
格
別

で
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三

庄
園
整
理
と
国
司

後
三
条
天
皇
の
延
久
元
年

(
一
〇
六
九
)
閏

一
〇
月
に
設
置
さ
れ
た
記
録
庄
園

ハほ
ね

券
契
所

(記
録
所
)
の
官
人

(上
卿

・
弁

・
寄
人
)
を
延
久
年
間
に
出
さ
れ
た
太
政

官
符

・
官
宣
旨
等
か
ら
抽
出
し
て
み
る
と
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
に
、
上
卿
の
う
ち
に
藤
原
氏
出
身
者
は

一
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

摂
関
流
と
対
立
し
て
い
た
能
信
の
息
男
能
長

で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
源
氏
出
身
者

ば
か
り
で
あ
る
。
宇
多
源
氏
経
長
と
醍
醐
源
氏
と
し
て
隆
俊
と
資
綱
の
二
人
が
み

ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
藤
原
氏
全
盛
期
の
道
長

・
頼
通
の
時
代
以
来
関
係
を
深
め
る

形
で
朝
廷
に
お
い
て
台
頭
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
摂
関
家
の
恩
顧
を
受
け
た
と

し
て
も
源
氏
出
身
者
は
そ
れ
と
し
て
の
立
場
が
あ
り
、
ま
た
、
と
く
に
能
信
の
母

は
醍
醐
源
氏
出
身
で
あ

っ
た
。

つ
ぎ
に
、
弁
で
あ
る
が
大
江
匡
房
の
ほ
か
は
藤
原
姓
の
も
の
で
あ
る
が
、
伊
房

・
隆
方

(推
定
)

・
実
政
の
三
人
が
み
ら
れ
る
。
伊
房
は
延
久
五
年
備
中
権
守
、

隆
方
は
延
久
二
年
以
来
同
五
年
に
か
け
て
備
中
介
、
実
政
は
延
久
四
年
備
中
守
を
、

そ
れ
ぞ
れ
兼
任
し
て
い
る
。
ま
た
、
右
少
弁
大
江
匡
房
は
延
久
元
年
に
は
三
〇
歳

で
あ
り
、
同
四
年
に
は
備
中
介
を
兼
任
し
て
い
る

(『国
司
補
任
』
等
)
。

つ
ぎ
に
、
左
大
史
の
小
槻
宿
禰
は

一
般
に
、
小
槻
孝
信
が
比
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
後
述
の
と
お
り
隆
方
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
延
久
三
年
以

来
和
泉
守
を
兼
任
し
て
い
る

(表
1
、
延
久
三
年
の
太
政
官
牒
案
)。
紀
某
は
誰
か
不

明
。
以
上
、
延
久
年
間
の
記
録
所
の
官
人
を
推
定
し
、
彼
等
の
う
ち
上
卿
を
除
い

て
弁

・
史
は
誰
も
が
国
司
を
兼
任
し
て
い
た
こ
と
を
み
て
き
た
が
、
さ
ら
に

『続

古
事
談
』
第

一
の
王
道
の
項
に
は
、
大
江
匡
房

・
藤
原
実
政

・
小
槻
宿
禰
と
考
え

ら
れ
る
三
人
が
後
三
条
天
皇
の
側
近
と
し

て
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
の
と
お
り
で

あ
る
。我
ク
ラ
ヰ
ニ
ツ
キ
テ
後

二
、

一
事
ト
シ
テ
僻
事
セ
ズ
ト
云
事

ヲ
カ
、
セ
給

ヘ

リ
ケ
レ
バ
、
匡
房
卿

コ
ノ
御

コ
ト

ハ
イ
カ
穿
侍
ル
ベ
カ
ラ
ム
ト
申
ケ
レ
バ
、
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表1延 久の記録所の官人と推定される職と人物

延 久

年 月
布 告 上卿(大 ・中納言) 弁 史

2.2 太 政官 符 権大 ・源経長(宇) 右少 ・大江匡房 左大 ・小槻宿禰

2.7 官 宣 旨 同 上 中 ・藤原伊房 右大 ・紀

3.5 官 宣 旨案 権中 ・源隆俊(醍) 右少 ・大江匡房 大 ・小槻宿禰

3.5 同 上 権大 ・藤原能長 中 ・藤原(D 同 上

3.6 太政官牒案 権中 ・源隆俊 右少 ・大江匡房 同 上(7)

3.6 太政官符案 同 上 同 上 同 上

3.6 太政官牒案 同 上 同 上 同 上 ⑧

4.3 官 宣 旨案 同 上 同 上 同 上

4.9 同 上 権中 ・源資綱(醍) 中 ・藤原 ② 同 上

4.9 太 政官 牒 権中 ・源隆俊 右少 ・大江匡房③ 同 上 ⑨

6.7 官 宣 旨案 同 上 権中 ・藤原(4) 同 上

6.7 太政官符案 権中 ・源資綱 権左中 ・藤原(5)

5.2 後三条告文 左中 ・実政 ⑥

注、{D・ 〔2}伊房 か、延久5年 備中権守兼任、〔3)延久4年 備中介兼任、④未詳、(5)隆方 か、延久2年

以来備中介兼任、(6)藤原か、延久4年 備中守兼任、〔7)口口守(和 泉守か)兼 任、(8×9)和泉守兼任、

なお、(宇)は 宇多源氏、(醍)は 醍醐源氏。
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事
ノ
ホ
カ
ニ
逆
鱗
ア
リ
テ
、
何
事

ヲ
思
テ
カ
ク

ハ
云
ゾ
ト
問
セ
給
ケ
レ
バ
、

実
政

二
常
陸
ノ
弁
隆
方
ヲ
コ
エ
サ
セ
ラ
レ
タ
ル
事

ハ
イ
カ
ニ
ト
申
タ
リ
ケ
ル

時
御
気
色

ス
コ
シ
ナ
オ
リ
テ
、

(下
略
、
傍
点
筆
者
)

こ
れ
は
後
三
条
天
皇
に
対
し
大
江
匡
房
が
、
天
皇
が
、
私
は

一
事
と
し
て
間
違

っ

た
こ
と
を
し

て
い
な
い
旨
書
い
て
い
る
の
を
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
尋
ね

る
と
、
天
皇
は
逆
上
し
た
が
、
常
陸

の
弁
隆
方
を
越
え
て
藤
原
実
政
を
出
世
さ
せ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
と
、
天
皇
は
素
直
に
そ
れ
を
認
め
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
う
ち
常
陸
の
弁
隆
方
は
常
陸
の
小
槻
氏
出
身
の
隆
方
と
み
な
さ
れ
る
。

匡
房

・
実
政
は
後
三
条
天
皇
の
、
皇
太
子
以
来
の
侍
読
で
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

後
三
条
天
皇
の
若
い
頃
か
ら
の
学
問
上
の
指
導
者
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
同
書
に

「後
三
条
院

ハ
春
宮
一一
テ
廿
五
年

マ
デ
オ
ハ
シ
マ
シ
テ
、
心
シ
ズ
カ

ニ
御
学
問
ア
リ
テ
、
和
漢
ノ
才
智
ヲ
キ

ハ
メ
サ
セ
給
フ
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
天
下
ノ

政
ヲ
ヨ
ク
ヨ
ク
キ

、
ヲ
カ
セ
給
テ

(下
略
)」

(傍
点
筆
者
)
と
あ
り
、
侍
読
の
指

導
内
容
も
う
か
が
え
る
。

②

『愚
管
抄
』
巻
第
四
に
は
後
三
条
天
皇
の
、
延
久
の
記
録
所
の
設
置
に
つ
い

て
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
つ
ぎ

の
と
お
り
み
え
る
。

延
久

ノ
記
録
所
ト
テ

ハ
ジ
メ
テ
オ
カ
レ
タ
リ
ケ
ル
ハ
、

(中
略
)
宇
治
殿
ノ

時

一
ノ
所
ノ
御
領

く

ト
ノ
ミ
云
テ
、
庄
園
諸
国
ニ
ミ
チ
テ
受
領
ノ
ッ
ト
メ

タ

ヘ
ガ
タ
シ
ナ
ド
云
ヲ
、
キ
コ
シ
メ
シ
モ
チ
タ
リ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
、

(下
略
)

こ
れ
に
よ
る
と
関
白
頼
通
の
時
期
、
寄
進

に
よ

っ
て
摂
関
家
領
等
の
庄
園
が
増
加

し
、
そ
の
た
め
に
受
領
国
司
は
勤
め
が
思
う
に
任
せ
な
い
と
朝
廷
に
上
申
す
る
の

を
聞
き
入
れ
て
、
後
三
条
天
皇
は
記
録
所
を
設
置
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ

れ
は
、
関
白
頼
通
の
時
期
に
も
、
と

い
う
よ
り
は
、
摂
関
家
領
庄
園
が
乱
立
し
た

時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
と

い
う
方
が
妥
当

で
あ
ろ
う
が
、
王
朝
国
家
体
制
の
も
と
に

あ

っ
て
も
、
受
領
国
司
か
ら
朝
廷
に
庄

園
整
理
に
関
す
る
要
望
が
い
わ
ば

「申
請

ハに
り

雑
事
」
と
し
て
寄
せ
ら
れ
た
結
果
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
要
望
を
後
三
条
天

皇
は
、
大
江
匡
房
ら
の
指
導
に
な
る
精

神
を
も

っ
て
、
ま
た
前
記
の
と
お
り
摂
関

流
に
冷
厳
、
藤
原
能
信
に
近
接
し
た
立
場
と
受
領
国
司
層
を
中
心
と
し
た
能
長
以

下
の
記
録
所
官
人

の
立
場
に
立

っ
て
庄
園
整
理
を
す
す
め
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。右
の
条
件
の
も
と
で
の
庄
園
整
理
の
中

で
は
摂
関
流
の
庄
園
が
特
別
に
除
外
さ

れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点

『愚
管
抄
一
巻
第
四
に
は

「前
大

相
国
ノ
領
ヲ
バ
ノ
ゾ
ク
ト
云
宣
下
ア
リ
テ
」
と
み
え
る
が
、

『後
二
条
師
通
記
』

ハほ
　

に
は
父
師
実
の
言
葉
と
し
て

「庄
園
文
書
、
後
三
条
御
時
依
レ
召
所
レ
進
也
」
と

あ
り
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
大
寺
院
と
し
て
の
興

福
寺
領
庄
園
の
記
録
も
提
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
残
る

「興
福
寺
大

和
国
雑
役
免
坪
付
帳
」

(『平
安
遣
文
』
四
六
一二九
)
は
そ
の
控
と
み
な
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
る
と
庄
園
整
理
に
お
い
て
摂
関
流
は
特
別
扱
い
を
う
け
る
余
地
は
な

く
な

っ
て
い
た
。
そ
の
氏
寺
の
興
福
寺
領
庄
園
に
し
て
も
同
様
で
あ

っ
た
。

四

摂
関
流
の
対
策

藤
原
道
長
の
息
男
が
二
派
に
、
頼
通

・
教
通
と
能
信
の
二
派
に
分
化
す
る
の
は

敦
良
皇
太
弟

(の
ち
の
後
朱
雀
天
皇
)
妃
禎
子
内
親
王
の
第
二
皇
子
尊
仁
親
王

(
の

ち
の
後
三
条
天
皇
)
の
誕
生
が
契
機

で
あ

っ
た
こ
と
前
記
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

以
来
両
派
は
外
戚
政
策
等
を
相
互
に
進
め
る
形
で
対
立
が
表
面
化
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
頼
通

・
教
通

・
師
実
と
い
っ
た
摂
関
流
は
摂
関
流
と
し

て
存
続
し
、

一
時
成
功
す
る
か
に
見
え
た
能
信
の
外
戚
政
策
は
結
局
失
敗
し
た
と

み
な
さ
れ
る
。
白
河
天
皇
は
能
信
に
は
殿
称
を
お
こ
な
い
敬
意
を
忘
れ
な
か

っ
た

に
し
て
も
、
延
久
三
年
師
実
が
皇
太
子
妃
と
し
て
入
内
さ
せ
た
賢
子
に
た
い
す
る

貞
仁
皇
太
子
の
寵
愛
は
強
い
も
の
が
あ
り
、
即
位
し
て
白
河
天
皇
に
な
る
と
賢
子

は
承
保
元
年
九
月
中
宮
と
な

っ
た
。
師
実
が
外
戚
政
策
の
、
当
面
の
順
調
さ
に
、

い
ち
お
う
の
安
堵
は
し
た
に
し
て
も
、

一
方
、
基
子
の
出
産
し
た
実
仁
皇
太
子
が

存
在
し
て
い
た
た
め
問
題
を
抱
え
て
い
た
ろ
う
。

前
関
白
頼
通
が
雍
去
し
、
つ
い
で
師
実
が
子
息
を
興
福
寺
に
覚
信
と
し
て
入
寺
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さ
せ
、
関
白
教
通
も
菟
じ
て
、
左
大
臣
師
実
が
氏
長
者
、

つ
い
で
翌
承
保
二
年
関

白
と
し
て
、
大
和
国
吏
務
を
興
福
寺

に
付
け
た
の
は
右
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
際
大
和
国

司
が
問
題
な
の
で
あ
る
が
、

『続
古
事
談
』

に
前
関
白
の
頼
通
と
関
白
教
通
が
興
福
寺
南
円
堂
の
再
建
に
関
連
さ
せ
て
、
大
和

国
司
の
重
任
を
後
三
条
天
皇
に
申
し
出

て
、
そ
こ
に
両
者
の
対
立
が
激
化
し
た
記

録
が
あ
る
。

右
の
ほ
か
に
庄
園
整
理
で
摂
関
家
領
庄
園
が
除
外
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り

(前
記
)
、
頼
通

・
教
通

・
師
実
は
摂
関
流
の
限
界
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
も

の

と
み
な
さ
れ
る
。
対
立
す
る
能
信
ら

は
後
三
条
天
皇
に
ひ
そ
か
に
声
援
を
お
く

っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
頼
通
ら
摂
関
流
が
大
和
国
司
の
問
題
に
関
し
て
、
右
記
の
対
立
者

の

ほ
か
、

一
番
問
題
に
し
た
の
は
後
三
条
天
皇
の
背
後
に
控
え
る
国
司
層
を
中
心
と

し
た
中

・
下
流
貴
族
層
で
あ

っ
た
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
庄
園
の
存
在
と
国
司
と
は

本
来
的
に
矛
盾
す
る
存
在
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
.

ハむ
り

か
で
白
河
天
皇
の
承
保
二
年
閏
四
月

に
は
庄
園
整
理
の
動
き
も
み
ら
れ
、
心
細
さ

の
去
来
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

つ
い
で
、
氏
寺
興
福
寺
に
つ
い
て
思
い
を
め

ぐ
ら
す
と
、
当
面
同
寺

の
別
当
と
権
別
当
は
左
掲
の
と
お
り
、
二
人
と
も
国
司
の

子
息
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
は
な
い
か
。

『興
福
寺
別
当
次
第
一
に
は

つ
ぎ
の
と
お
り
み
え
る
。
,

後
冷
泉
騒
麺

頼
尊
大
僧
正
兼
法
務

康
平
五
年
八
月
十
四
日
任
、
ヨ
等
治
十
五
年
、
甲
斐
守
藤
頼
経
息
、
承
保

三
年
六
月
甘
七
日
入
滅
、
年
六
十
七
、

権
別
当
長
昭
大
僧
都
讃
岐
前
司
頼
明
息

治
暦
三
年
月

日
任
、
延
久
五

年
二
月
廿

日
卒
、
五
十
六
、

(傍
点
筆
者
)

な
お
、
興
福
寺
の

一
一
世
紀
中
頃
以
後

の
別
当

・
権
別
当
の
出
身
層
を
整
理
す
る

と
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
国
司
出
身
者
で
、
全
体
と
し
て
中

・
下

流
貴
族
層
出
身
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
全
盛
期
に
お
け
る
興
福
寺

へ
の
摂
関
家

の
姿
勢

(表
2
の
注
参
看
)
を
も
考
え
る
と
、
そ
の
ま
ま
で
は
興
福

寺

の
運
営
は
右
同
層
と
結
ぶ
白
河
天
皇
に
傾
い
て
ゆ
き
、
摂
関
家
氏
寺
で
あ
り
な

が
ら
摂
関
流
の
支
配
下
を
離
れ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
状
況
に
あ

っ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
る
。

承
保
元
年
頼
通
雍
去
後
の
機
会
を
逃
さ
ず
師
実
は
息
男
覚
信
を
入
寺
さ
せ

(前

記
)、
い
ず
れ
別
当

へ
の
望
み
を
托
し
、
興
福
寺
を
摂
関
流
の
も
と
に
確
保
し
よ

う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
能
信
方

(能
長
)
に
同
寺
を
奪
わ
れ
な
い
対
策

で
も
あ

っ
た
ろ
う
。

そ
の
後
へ
師
実
が
覚
信
に
托
し
た
興
福
寺
別
当

の
夢
は
、
康
和
二
年

(
一
一
〇

〇
)
に
実
現
し
て
い
る
。

『興
福
寺
別
当
次
第
』
に
は

つ
ぎ
の
と
お
り
み
え
る
。

堀
河
思
実

覚
信
大
僧
都
糠
鰭
鰯
い
蔚
蘇
焔
韻
礪
鶏
弛
創
、

師
実
は
翌
同
三
年
に
莞
じ
た
。
と
こ
ろ
で
、
覚
信
が
別
当
に
任
ず
る
と
間
も
な
く
、

起
き
て
は
困
る
と
予
想
し
て
い
た
事
態
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
権
別
当
に
つ
い
て
の

白
河
天
皇
の
干
渉
で
あ

っ
て
、
別
当
覚
信
の
権
別
当
は

『興
福
寺
別
当
次
第
』
に

は

つ
ぎ
の
と
お
り
み
え
る
。

権
別
当
権
僧
正
範
俊
赴
煙
乳
踊
軒
い
兼

康
和
二
年
十
月
七
日
任
、
六
十
二
、

ハぬ
　

右
の
範
俊
は
興
福
寺
上
座
仁
朝
の
子
息
で
あ
る
が
、
実
は
真
言
僧

で
あ
り
、
曽
て

呪
法
に
よ

っ
て
白
河
天
皇
の
病
を
平
癒
さ
せ
て
以
来
信
任
を
得
て
側
近
と
な

っ
て

い
た
僧
で
、
東
大
寺
長
者
に
も
任
じ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
是
も
非
も
な

く
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
事
で
あ

っ
た
が
、
こ
う
し
た
干
渉
は
以
後
も

起
き
て
き
た
。

バリ
ね

以
来
、
摂
関
流
は
子
息

(貴
種
)
を
別
当
等
に
任
ず
る
形
で
興
福
寺
と
春
日
社

を
同
流
の
配
下
に
確
保
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
氏
社

・
氏
寺
の
所
在

す
る
、
い
わ
ば
藤
原
氏
の
故
国
大
和
を
摂
関
流
の
も
と
に
確
保
す
る
た
め
に
は
、

摂
関
流
の
国
司
が
必
須
と
考
え
た
。
そ
れ
と
し
て
興
福
寺

へ
入
れ
た
貴
種
を
大
和

国
司
と
考
え
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
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表2興 福寺別当 ・権別当の出身

年 号 西 暦 補 任 本 人 父親の職務 。氏名 。位階等

長久5年 1044 別 当 真 範 播磨守平生昌、正四位

永承4年 1049 権別当 道 讃 伊予守藤原孝忠

天喜3年 1055 別 当 円 縁 円波守 ・春宮亮高階業遠

康平3年 iosa 別 当 明 懐

康平5年 ias2 別 当 頼 信 出雲守 ・甲斐権守藤原頼経

治暦3年 1067 権別当 長 昭 讃岐前司頼明

承保3年 1076 別 当 公 範 斎院長官平以康、従五位上

永保元年 1081 権別当 頼 尊 左京大夫藤原実康

応徳3年 } 権別当 済 尋 参議師成

寛治3年 t 別 当 頼 尊 (前掲)

嘉保3年
'1096

権別当 隆 禅

康和2年 1100 別 当 覚 信 関白藤原師実

康和2年 iioa 権別当 範 俊 興福寺上座仁朝

天永2年 1111 権別当 永 縁 式部大夫藤原永相、正五位ヵ

保安2年 1121 別 当 永 縁 (同上)

保安2年 1121 権別当 定 円 伊予守藤原敦家

注、関白頼通は息男覚円を、また師実は息男仁源を、覚信より早く、それぞれ園城寺と延暦寺に入寺

させており、上記の興福寺別当の出身をも合せて考えると、摂関家は氏寺の興福寺より延暦寺等

を重視していたものと考えられる面がある。摂関家は全盛期興福寺に対しては、おそらく同寺領

庄園の増大を過度と考えて、それを抑圧するよう源頼親を3度 も大和守に任じている(「大和守

源頼親小考」1奈 良工業高等専門学校研究紀要』21・22号)が 、こうした摂関家の姿勢が上記人

事に結果したものであろうか。
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要紀学大良奈

お

わ

り

に

注

白
河
親
政
期
に
引
き
続
い
て
院
政
時
代
に
入
る
が
、
同
時
代
を
経
過
す
る
な
か

で
院
は
巨
大
な
庄
園
領
主
と
な

っ
て
ゆ
く
。

一
方
、

一
一
世
紀
の
摂
関
家
全
盛
期
に
興
福
寺
は
同
家
氏
寺
と
し
て
同
家
の
権

威
を
募
り
な
が
ら
同
寺
領
庄
園
の
拡
大
に

つ
と
め
た
が
、
そ
れ
は
雑
役
免
庄
園
の

獲
得

で
あ

っ
て
、
庄
園
形
成
の
点
か
ら
み
る
と
初
期
的
段
階
と
み
な
さ
れ
る
。
雑

役
免
の
ほ
か
に
官
物

・
加
納
田

・
検
注
権
等
を
も
獲
得
し
て
庄
園
の
実
質
を
確
保

し
た
の
は
、
お
お
ま
か
に
み
て
実
は
、
後
三
条
親
政
期
以
後
院
政
時
代
に
か
け
て

お
り

の
こ
と
で
あ

っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
摂
関
家
領
庄
園
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は

同
じ
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

つ
ま
り
、
院
政
時
代
に
は
、
院
と
院
の
も
と
に
あ

う
た
摂
関
家
、
そ
れ
に
興
福

寺
は
、
い
ず
れ
も
庄
園
領
主
と
し
て
並
び
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
同
領
主
と
し
て

発
展
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

し
か
し
、
右
の
状
況
に
あ

っ
て
も
、
国
司
に
よ
る
庄
園
整
理
の
要
求
は
依
然
と

し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
、
興
福
寺
等
も
同
整
理
令
に
対
抗
し
て
い
っ
た
も
の

ハぬ
ロ

で
あ
る
。

一
方
、
院
が
巨
大
な
庄
園
領
主
に
な

っ
た
院
政
時
代
に
は
、
後
三
条

・
白
河
親

へに
け

政
期
と
違

っ
て
、
院
を
恐
れ
る
必
要

は
な
く
、
興
福
寺
は
、
実
質
院
の
補
任
す
る

大
和
守

に
対
し
て
は
、
あ
ら
わ
に
抗

争
し
排
除
し
て
、
興
福
寺
独
自
の
体
制
を

も

っ
て
大
和
国
司
と
し
て
の
支
配
を
す
す
め
て
い

っ
た
。
そ
れ
は
春
日
若
宮
祭
礼

　り
　

の
興
福
寺
、
同
寺
大
衆
に
よ
る
興
行

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
祭
政

一
致
の
政
治
の
推

進
ど
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
貴
種
覚
信
以
来
、
以
前
の
官
寺
と
し
て
の
興
福
寺
は

　ひ
り

摂
関
流
の
氏
寺
に
転
化
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

(
1
)

『
歴
史
地
理
』
六
八
巻

四
号
所
収
。

(
2
)

h
日
本

政
治

社
会
史
一
下
巻
所
収
。

(
3
)

「寺
誌
叢

書
」

三

(
『
大

日
本
仏
教

全
書
』
所

収
)
。
以

下

「
伽
藍
記

」
と
略
称
す

る
。

(
4
)

『高
円
史
学

一

一
号
所
収
。

(
5
)

源
兼
行

は
陽
成
源
氏
出
身
。

(
6
)
林

屋
辰
三
郎
氏

「
院
政

の
成
立

に

つ
い
て
」

(
『
日
本
史

研
究

』
二
号
、

古
代
国
家

の
解
体
』
所
収
)
、
と
く

に

一
九

〇
頁
。

(
7
)

こ

こ
で
摂
関
流

と
は
摂

関
家

流

の
う
ち

の
、

頼
通

・
教

通

・
師
実

以
下
摂
関

の
流

れ
を
指
し
、
摂
関
家
内

で
も
、
と
く

に
能
信
流

は
除
く
。
後
述
す
る
。

(
8
)

そ

の

一
つ
と

し

て
右

大
臣

道
長

と
兄
中

関

白
道

隆

の
子

内
大

臣
伊

周

の
争

い
が

あ

っ
た
。
道
長
は
伊
周
を
打
倒
し
て
左
大
臣
と
な
り
政
権
を
掌
握
し

て
い
る
。

(
9
)
第

二
皇

子

で
あ

る
。

第

噛
皇
子

は
親
仁

親

王

(
の
ち

の
後
冷

泉
天

皇
)

で
あ

る

(
後
述
)。

(
10
)
後

一
条

天
皇
中
宮

威
子

(道
長
女

)

の
中
宮
権

大
夫
。
長

元
八
年
中
宮

大
夫
と
な

る
。

(
11
)
以
上

の
ほ
か

に
、
右
大

臣

・
右
大

将

・
皇
太

子
傅

・
正

二
位
と

し

て
藤

原
実
資
七

九
歳

が
い
た
。
彼

は
摂
関
家
流
師
輔

の
兄
実
頼

四
男
斉

敏

の
息
男

で
実
頼

の
養
子
と

な

っ
た
人
物

で
あ

る
。

こ
こ
で
は
除
外
し

て
お
く
。

(
12
)
長
元
九
年

九
月
六

日
後

一
条
天
皇
中
宮

威
子

の
亮

去

に
よ
り
、
能

信

の
同
中
宮

大

夫

は
停
止
さ

れ
て
い
た
。

(13
)
皇
女

二
人
が
誕
生
し

て
い
る
。

(
14
)
基

平
は
寛
徳

三
年

(
一
〇
四
五
)

に
は
二

一
歳
、
従

三
位

・
非
参

議
、
康
平

七
年

(
一
〇
六

四
)

に
は
従

二
位

・
参
議

・
備
中
権

守
と
み
え

る
。

三
九
歳

に
し

て
こ

の

年
逝
去
し

て
い
る

(
『
公
卿
補
任
』
)
。
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(
15
)
延
久

の
場
合

は
官
人

の
内

容

は
明
ら
か

で
は
な

い
が
、

天
永

の
記
録

所

の
場
合

は

延
久

の
そ
れ

に
な
ら

っ
た
も

の
と

い
う

(
『中
右
記
』
天
永

二
年
九
月
九

日
条
)

の
で

そ
れ

に
よ

っ
た
も

の
で
あ

る
。

(
16
)
谷

口
昭
氏

「諸

国
申
請
雑
事

-
摂
関

期
朝

廷
と
地
方

行
政
1
」

(
日
本
史

研
究
会

史
料

研
究
部
会

編

『
中
世

の
権
力
と

民
衆

一
所
収
、
昭
和

四
五
年
)
等
参
看
し
た
。

(
17
)
康
和
元
年

(
一
〇
九
九
)
六
月

=
二
日
条

。

(
18
)

『
平
安
遣

文
』

一
一
一
五
号

の
官
宣

旨
案
。
美

濃
国
大
井

・
茜
部
庄

に
関
す

る
も

の
。

(
(
19
)
僧
侶

は

一
般

に
妻

帯
し
な
か

っ
た
が

、
神
官

は
妻
帯
し

、
同
職

を
子
孫
に
相
続
さ

せ
た

の
で
、
摂
関

の
子
息
を
僧
侶

に
す

る
形

で
興
幅
寺

を
摂
関
流

の
配
下
に
入
れ

、

そ
れ
を
拠

り
所

に
氏

社
春

日
社
も

同
流

の
配
下

に
入
れ

よ
う
と
し

た
も

の
と

、
い
ち

お

う
考
え

ら
れ

る
。

こ

の
点
、
大

和
国

司

の
場
合

は
興
福
寺

の
ほ
か
春

日
社
も
、

形

式

上

は
大

和
国
司
と

み
な
さ
れ

て
い
た
も

の
で
あ

る
。

治
承
三
年

(
=

七
九
)

の

長
者
宣

は

「勧
学
院
政
所

下
春
日
社
司
等

」
と
な

っ
て
い
る

(
『奈
良

県
史

』

一
i
)
。

(
20
)

『奈

良
県
史
』

i
O
。

(
21
)
前
掲
泉

谷
氏

論
文
。
な

お
、

正
式

に
大
和

国
主

に
任
ぜ
ら
れ

た
摂

政
忠

通
が
大
和

守

に
源
清
忠

を
補
任

し
て
天
養

の
検
注
を

進
め
る
と
興
福
寺

等
は
反
抗
し
、
清
忠

の

配
流
を
要
求

し
た
。

こ
う
し
た
動
き

は
、
院

の
も
と

に
あ

っ
た
忠
遵

に
は
、

そ
れ

な

り

の
立
場
が
あ

っ
て
の

こ
と

で
あ

っ
た

ろ
う
が
、
反
面
、
興
福

寺

の
庄
園
獲
得
が

過

熱
化

し

て
い
た
こ
と

に
も

よ
る
も

の

で
あ

っ
た
ろ
う
。
し
か

し
、
忠
遍
は
内
面

で
は

興
福
寺

に
通
じ

て

い
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
彼

の
息
男
覚
継

(
恵
信
)
は
天
養

の
検
注

以
前

に
興
福
寺
僧
と
な

っ
て
お
り

(
『
興
幅
寺
別
当
次
第

』)
、

つ
い
で
、
同
息

男
信

円

(覚
継

の
弟
)

も
同
寺

に
人

っ
て
い
る
。
ま

た
、
源
清
忠

は
翌
年

石
見
守
に
遷
任
さ

れ

た
の
で
、
或
る
程
度
興
福
寺

の
要
求

は
認
め

ら
れ

た
と
み

て
も

よ
か

ろ
う
。

な
お
、

後
述

の
春

日
若
宮

祭
礼

は
忠
通
が
関
白

の
と
き

、
保
延

二
年

(
一
=
二
六
)

に
始
行

さ
れ

た
が
、

同
祭
は
忠

通
が
創
め

た
と

い
わ
れ

て

い
る

(永

島
福

太
郎
氏

「春

日
着

宮
お

ん
祭

の
歴
史

」
、

『
祈
り

の
舞
一
所
収
、

二
〇
頁
)
。

こ
の
限
り
忠
通
も
興
福
寺

の
大
和
国
知
行

に
同
意
し

て
い
た
も

の
と
み
な
さ
れ
る
。

(
22
)
院

へ
の
春

日
神
木
動
座

を
考

え
れ
ば
理
解
で
き

よ
う
。

(
23
)

『奈
良

県
史

』

二

、

八
頁
以
下
。

(
24
)
興
福
寺

の
、
官

寺
か

ら
氏
寺

(
御
寺
)

へ
の
転
化

の
指
摘

に

つ
い
て
は
、

日
下
佐

起
子
氏

の

「平
安
末
期

の
興
福
寺
-

御
寺
観
念
の
成

立
1
」

(
『
史
窓
』
二
八
号
所
収
)

が
あ

る
。
転

化

の
内
容

は
同
じ

で
は
な

い
が
、
興
福
寺

の
違

っ
た
側

面
を
う
か
が
わ

せ
る
。
な

お
、
白
河
院

政
期
以
後

の
興
福
寺

の
大
和

国
知
行
は

『奈
良

県
史
一

一
一

に
掲
載
し
た
。
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